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ヤマハ製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。

• 本機は、高音質なステレオ再生をご家庭で楽しむためのプリメインアンプです。

• 製品を正しく安全にお使いいただくために、ご使用前に本書と「安全上のご注意」をよくお読みください。
お読みになったあとは、保証書と共にいつでも見られるところに大切に保管してください。

• 本製品には保証書を別途添付しています。保証書に「購入日、販売店名」が正しく記載されていること
を必ずご確認ください。

本機の特長

◆ フローティング＆バランス　パワーアンプ回路

◆ パラレルボリューム方式トーンコントロール回路

◆ 独立4回路の大容量電源

◆ 左右対称設計

◆ 完全ディスクリート構成のフォノアンプ
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ご使用になる前に
本書の記載について
• 本書では、本機をお使いになる方のために、機能や接続方法などを説明しています。
• 本書に掲載されているイラストは、すべて操作説明のためのものです。
• 仕様および外観は予告なく変更することがあります。

• 「  警告」は、死亡する可能性または重症を負う可能性が想定される内容です。

• 「  注意」は、傷害を負う可能性が想定される内容です。

• 「注意」は、製品の故障、損害や誤作動を防ぐため、お守りいただく内容です。
• 「 」は、製品についての補足情報です。

付属品
同梱されている付属品をご確認ください。
• リモコン
• 単 4乾電池（2本）
• 電源コード
• 取扱説明書（本書）
• 安全上のご注意
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ヤマハ製機器間でリモート接続する . . 21

電源コードを接続する. . . . . . . . . . . . . . . 21

付録 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 23
仕様 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 24
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各部の名称と機能

この章では、フロントパネル、リアパネル、リモコンの

各部の名称および機能について説明します。



6

各部

フロン

1 A（電

A（電
のAA
タンバ
も本機
• オー
（→
• 本機
フに

A （電

上側

下側
の名称と機能

トパネル

源）スイッチ /インジケーター

1 3 4 5 62

源）スイッチ 電源の状態 インジケーター

オン 点灯

スタンバイ 暗い点灯

注意
本機を長時間使用しないときは、必ず電源プラグを
コンセントから抜いてください。本機は電源がオフ
の状態でも微電流が流れています。
源）スイッチが上側のときに、リモコン
MPキーを押すと本機の電源がオンとス
イで切り替わります。また、以下の場合
はスタンバイになります。
トパワースタンバイ機能が動作したとき
10ページ）
とトリガー接続している機器の電源をオ
したとき（→20ページ）

• 本機の電源をオンにしてから音声が再生されるまで
に数秒かかります。
• 本機の電源をオフにしてから10秒以内に電源をオ
ンにしないでください。ノイズが発生することがあ
ります。
• 本機がスタンバイのときに電源を入れるには、電源
スイッチを下側にして電源をオフにしてから上側に
します。
• 本機の電源がスタンバイのときに、電源プラグをコ
ンセントから抜き、再度差し直すと本機の電源はオ
ンになります。

オフ 消灯 メモ



2 リモコン受
リモコンの

3 PHONES
フォンズ

ヘッドホン

• ヘッドホ
す。
- 本機に接
- PRE O
- 入力ソー
ん。

• 入力ソー
きは、PH

メモ
光部
信号を受信します。（→14ページ）

端子
を接続します。

4 SPEAKERS
スピーカー

セレクター
リアパネルのSPEAKERS L/R CH A と B端
子に接続したスピーカーを下記のように切り替
えます。

OFF：スピーカーから出力しません。

A：A端子に接続したスピーカーから出力しま
す。

B：B端子に接続したスピーカーから出力しま
す。

A+B BI-WIRING：A端子、B端子両方から出
力します。バイワイヤリング接続するとき
は、この位置に設定します。（→19ページ）

5 METER
メーター

セレクター
メーターの機能を下記のように切り替えます。

OFF：メーターの動作と照明をオフにします。

PEAK
ピーク

：メーターがピークレベルメーターとし
て動作します。ピークレベルメーターは、
音声出力の瞬間最高レベルを表示します。

VU：メーターがVU（Volume Unit）レベル
メーターとして動作します。VUレベルメー
ターは、音声出力の実効値を表示し、人間の
感覚に近い値を表示します。

注意
2組のスピーカー（A+B）を使用する場合は、
インピーダンスが8Ω以上のスピーカーをお使い
ください。
7

ンを接続すると本機は以下のようになりま

続したスピーカーからは音は出ません。
UT端子からは信号が出力されません。
スとしてMAIN DIRECT を選択できませ

スとしてMAIN DIRECTを選択していると
ONES端子からは信号が出力されません。

DIMMER
ディマー

：DIMMERを選択するとメーターの
明るさが段階的に変化します。お好みの明る
さになったときに他の設定項目に切り替える
と明るさが確定します。

6 メーター（LEFT
レフト

/RIGHT
ライト

）
LEFT（左）チャンネルとRIGHT（右）チャン
ネルの音声出力レベルを表示します。
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各部

フロン

7 BASS
バス

低音域

コント

8 TREB
トレブ

高音域

コント

9 BALA
バラ

左右の
調整し
よる音

• BASSと
ディオ信
す。

• BASS、
子の入力
影響しま

メモ
の名称と機能

トパネル

（低音）つまみ
の音量を調整します。

ロール範囲：－10 dB～ 0～ +10 dB
ル

0 INPUT
インプット

（入力）セレクター／インジケーター
入力ソースを選択します。INPUTセレクターで
選択した入力ソースのインジケーターが点灯し
ます。選択した入力ソースのオーディオ信号は
LINE 2 OUT端子にも出力されます。

7 8 9 0
LE（高音）つまみ
の音量を調整します。

ロール範囲：－10 dB～ 0～ +10 dB

NCE
ンス

つまみ
スピーカーのオーディオ出力バランスを
ます。スピーカーの位置や室内の条件に
のアンバランスを補正します。

TREBLE を両方0にセットすると、オー
号はトーンコントロール回路をバイパスしま

TREBLE、BALANCEの操作は、MAIN IN 端
信号、および LINE 2 OUT端子の出力信号に
せん。

MAIN DIRECT
メインダイレクト

：MAIN IN 端子に接続した機器
を選択します。

LINE
ライン

 1/LINE 2：LINE 1 または LINE 2 端子
に接続した機器を選択します。

CD：CD端子に接続したCDプレーヤーを選択
します。

TUNER
チューナー

：TUNER端子に接続したチューナー
を選択します。

PHONO
フォノ

：PHONO端子に接続したターンテー
ブルを選択します。

• 入力ソースにMAIN DIRECTを選択すると、PRE 
OUT、LINE 2 OUT、PHONESの各端子からは
オーディオ信号が出力されません。
• LINE 2 を選択している間は、LINE 2 OUT端子か
らオーディオ信号が出力されません。

メモ



A 脚
本機が不安
整してくだ

B AUDIO
オーディオ

 M
スイッチを
が約20d
インジケー
す。

C VOLUME
ボリューム

音量レベル
OUT端子

注意
本機の入
る場合、
端子に接
定な場合には、脚を回して高さを調
さい。

UTE
ミュート

スイッチ /インジケーター
押すとインジケーターが点灯し音量

CBA
9

B下がります。再度スイッチを押すと
ターが消灯し、もとの音量に戻りま

（音量）つまみ
を調節します。この調節は LINE 2 
からの出力レベルには影響しません。

力ソースにMAIN DIRECTを選択してい
音量は固定となります。音量は、MAIN IN
続した外部アンプ側で調節してください。
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各部

リアパ

1 PRE 
プリア

• PRE
SPE
チャン
• PRE
の設定
- BA
- TR
- BA
- VO

2 AUT
オート

O

ON：
い
に
ン

OFF：

メモ
の名称と機能

ネル

OUT
ウト

端子

 OUT端子から出力される信号は、
AKERS L/R CH端子に出力される信号と同じ

3 TRIGGER
トリガー

 IN
イン

端子
トリガー機能に対応する外部機器を接続するこ
とができます。（→20ページ）

リモート イン アウト

1

A8 C7 B9 D6 0
ネルの信号です。
 OUT端子から出力される信号に対しても以下
は有効です。
SS
EBLE
LANCE
LUME

 POWE
パワー

R STANDB
スタンバイ

Y スイッチ

本機の電源がオンのとき、何も操作されな
状態が8時間続いた場合、本機は自動的
スタンバイになります（オートパワースタ
バイ機能）。

自動的にスタンバイになりません。

4 REMOTE IN/OUT端子
リモート機能に対応する外部機器を接続するこ
とができます。（→20ページ）

5 SERVICE
サービス

端子
製品検査用の端子です。

6 SPEAKERS
スピーカー

 L/R CH 
チャンネル

（スピーカー）端子

7 TUNER
チューナー

（チューナー入力）端子



8 PHONO（
ショートピ
PHONO
ショートピ

PHONO端
ぐためにシ

 注
外したシ
れがあり

注意
ショートピ
に取り付け

メモ

2

フォノ入力）端子
ンが取り付けられています。
端子に外部機器を接続するときは、
ンを取り外してください。

9 CD（CD入力）端子

0 MM/MCスイッチ
PHONO端子に接続したターンテーブルのカー
トリッジにあわせてMMまたはMCを選択しま
す。

ターンテーブルのカートリッジを交換する際は、本機
の電源をオフにしてください。

A SIGNAL
シグナル

 GND
グラウンド

端子
ターンテーブルを接続するときは、SIGNAL 
GND端子も接続してください。接続すると、
ノイズを軽減できる場合があります。

安全アースではありません。

B LINE 1（ライン1入力）端子

C LINE 2（ライン2）端子
アナログ音声入出力を持つ外部機器を接続しま
す。

D MAIN
メイン

 IN
イン

端子

E6

3 4 5

メモ

 注意
SIGNAL GND端子のネジを左に回し過ぎると、ネ
ジが本機から外れます。外れたネジを誤ってお子様
が飲み込むおそれがありますのでご注意ください。

メモ
11

子を使用しないときは、ノイズの混入を防
ョートピンを取り付けてください。

音量調節機能のある外部機器を接続することで
本機をパワーアンプとして使用できます。

E AC IN 端子
付属の電源コードを接続します。
（→21ページ）

意
ョートピンを誤ってお子様が飲み込むおそ
ますのでご注意ください。

ンは、LINE 2 OUTやPRE OUT端子
ないでください。故障の原因になります。

PHO
NO

注意
本機の入力ソースにMAIN DIRECT を選択してい
る場合、音量は固定となります。音量は、MAIN IN
端子に接続した外部アンプ側で調節してください。
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各部

リモコ

1

2

3

4

5

の名称と機能

ン

1 赤外線信号送信部
本体に向かって赤外線信号を送信します。
（→14ページ）

2 A AMP
アンプ

キー
本機の電源をオンとスタンバイで切り替えます。
（→6ページ）

3 入力選択キー
入力ソースを選択します。
選択した入力ソースのオーディオ信号はLINE 2 
OUT端子にも出力されます。

LINE 1/LINE 2：LINE 1 または LINE 2 端子
に接続した機器を選択します。

PHONO：PHONO端子に接続したターンテー
ブルを選択します。

MAIN DIRECT：MAIN IN 端子に接続した機器
を選択します。

CD：CD端子に接続したCDプレーヤーを選択
します。

TUNER：TUNER端子に接続したチューナー
を選択します。

• 入力ソースにMAIN DIRECTを選択すると、PRE 
OUT、LINE 2 OUT、PHONESの各端子からは
オーディオ信号が出力されません。
• LINE 2 を選択している間は、LINE 2 OUT端子か
らオーディオ信号が出力されません。

6

7

メモ
4 VOLUME ＋ / －（音量＋ /－）キー
音量レベルを調節します。この調節は LINE 2 
OUT端子からの出力レベルには影響しません。

5 MUTEキー
音量が約20dB下がります。再度押すともとの
音量に戻ります。

注意
本機の入力ソースにMAIN DIRECT を選択してい
る場合、音量は固定となります。音量は、MAIN IN
端子に接続した外部アンプ側で調節してください。



6 チューナー
ヤマハ製チ
の取扱説明

7 CDプレー
ヤマハ製
レーヤーの

 OPEN
オープン

ヤーの

A CDキ
/ オン

 （再生）

 （ポーズ
します
ます。

 ( 停止

 / 
トラッ

SOURC
ソース

E
を選択
ソース

LAYER
レイヤー

：
の再生
とCD

チューナー
マハ製であ
す。

メモ
操作キー
ューナーを操作します。チューナー
書もあわせてご覧ください。

ヤー操作キー
CDプレーヤーを操作します。CDプ
取扱説明書もあわせてご覧ください。

 / CLOSE
クローズ

（開閉）キー：CDプレー
ディスクトレイを開閉します。

ー： CDプレーヤーの電源をスタンバイ
します。

： CDプレーヤーの再生を開始します。

）： CDプレーヤーの再生を一時停止
。  または  を押すと再生が再開し

)： CD プレーヤーの再生を停止します。

 （頭出し）：
クの頭出しをします。

：CDプレーヤーで再生したいソース
します。キーを押すたびに再生する
が切り替わります。

ハイブリッドスーパーオーディオCD
レイヤーを、スーパーオーディオCD
間で切り替えます。

操作キーとCDプレーヤー操作キーは、ヤ
っても、一部対応していない機器がありま
13
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各部

■ リモ

1 電池カ

2 電池ケ
に従っ
挿入す

3 電池カ
の名称と機能

コンに電池を入れる

バーを外す。

ース内に記載されている極性（＋ /－）
て、単4乾電池（2本）を電池ケースに
る。

バーを装着する。

■ リモコンを使う
本体のリモコン受光部に向け、下図の範囲内で操作
してください。

2
1

3

30 30

6m以内
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接続

この章では、本機、各スピーカー、ソース機器間の

接続について説明しています。
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接続

接続全

 注
すべての

ス
(右チ
（→

ス
(右チ
（→
体図

意
接続が終了してから電源コードをコンセントに接続してください。（→21ページ）

+ -

ピーカーA
ャンネル )
18ページ）

チューナー

RCA端子を備えた
CDプレーヤー
+ -

ターンテーブル

ピーカーＢ
ャンネル )
18ページ )

BDプレーヤーなど

PHONO端子に外部機器を
接続するときは、ショート
ピンを取り外してください。
（→11ページ）

メモ



CDレコーダ
テープデッキ

注意
MAIN IN 端子
でください。
+-

スピーカーＡ
(左チャンネル )

外部アンプまたは
アクティブサブウーファー

に接続した場合、本機の音量は固定となるため、音量調整機能がないCDプレーヤーなどを接続しない
大きな音で動作し、本機やスピーカーが故障する可能性があります。
17

+–

スピーカーＢ
(左チャンネル )

プリアンプ、
AVアンプなど

ー、
など
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接続

• 本機は、
下の接続
- 左右チャ
を接続す
- 左チャン
子を逆接
- 左右チャ
部分とを

• アクティ
子に接続
PRE OU

メモ

フローティングバランスアンプ搭載のため、以
はできません。
ンネルの「+」端子どうしや「－」端子どうし
る（図１）。
ネルの「－」端子と右チャンネルの「－」端
続（クロス接続）する（図２）。
ンネルの「－」端子と本機リアパネルの金属
接続または接触させる。

ブサブウーファーをSPEAKERS L/R CH端
しないでください。サブウーファーは本機の
T端子に接続してください。

スピーカーを接続する

■ スピーカーケーブルで接続する

1 スピーカーケーブル先端の絶縁部（被覆）を
約10 mmはがし、芯線をしっかりとよじる。

2 スピーカー端子のつまみを左に回してネジをゆ
るめ、横の穴にスピーカーケーブルの芯線を差
し込む。

3 つまみを右に回して、締め付ける。

+

–

+

–

L

R

+

–

+

–

L

R

図１ 図2

10 mm

スピーカーケーブル
差し込み穴の径：
6.0 mm
 注意
• つまみを左に回し過ぎると、つまみが本機から外れ
ます。外れたつまみを誤ってお子様が飲み込むおそ
れがありますのでご注意ください。

• 本機の電源がオンのときにスピーカー端子に触れな
いでください。感電するおそれがあります。

注意
• スピーカー端子が金属製ラックに触れるとショート
し、本機が故障するおそれがあります。スピーカー
端子がラックに触れないように十分な距離を取って
設置してください。

• スピーカーケーブルの芯線は、他のスピーカーケー
ブルの芯線または本機の金属部分とは接触させない
でください。本機やスピーカーが故障することがあ
ります。



すべてのケーブ
「+」は「+」に
い。接続につい
ださい。

■ バナナプ

バナナプラグ
強く締めてか

■ Ｙ型ラグ

1 スピーカ
るめ、リ
む。

2 つまみを

メモ

バナナプ
ルは、L（左）は Lに、R（右）はRに、
、「－」は「－」に正しく接続してくださ
てはスピーカーの取扱説明書も参照してく

ラグで接続する

を使用する場合は、スピーカー端子を
ら差し込んでください。

で接続する

ー端子のつまみを左に回してネジをゆ
ング部と基部の間にY型ラグをはさ

バイワイヤリング接続する
バイワイヤリング接続により、ウーファーを中高音
部から分離させることができます。バイワイヤリン
グ接続対応スピーカーには４個の接続端子があり、
これらの２組の端子によってスピーカーを独立した
２部分に分割できます。この接続では、中高音ドラ
イバーを１組の端子に、低音ドライバーをもう１組
の端子に接続します。

1 スピーカーのショート用のバーやブリッジを取
り外す。

2 本機とスピーカーを以下の図のように接続す
る。

左チャンネルの接続例
ラグ

バナナプラグ差し込み穴の径：
4.0 mm

本機のリアパネル スピーカー
19

右に回して、締め付ける。

3 フロントパネルのSPEAKERSセレクターを
A+B BI-WIRINGにする。

Ｙ型ラグ

端子側の幅寸法：
5.8 mm
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接続

トリガ
トリガー機
接続します
できます。

接続機器の
電源をオン
力がMAI
また、本機
していると
機も連動し

本機の電源

メモ

ステレオ
ケー
ー接続する
能対応のヤマハ製AVレシーバーなどを
。接続機器の操作に連動して本機を制御

リモート接続する

■ 別の部屋から本機を操作する
市販の赤外線受信機と送信機を本機のREMOTE 
IN/OUT端子に接続すれば、付属のリモコンで、別
の部屋から本機や外部機器を操作できます。

TRIGGER
OUT

PRE OUT

TRIGGER
INMAIN IN

本機のリアパネル

TRIGGER OUT端子、
PRE OUT端子装備の

ヤマハ製AVレシーバーなど

ピン
ブル

モノラル
ミニプラグ
ケーブル

本機のリアパネル

赤外線受信機 赤外線送信機

リモコン 外部機器
（CDプレーヤーなど）
電源をオンにすることによって、本機の
にすることができます。同時に本機の入
N DIRECTに切り替わります。
の入力ソースにMAIN DIRECTを選択
きは、接続機器の電源をオフにすると本
てスタンバイになります。

スイッチがオフのときは連動しません。



■ ヤマハ製
リモート接続
使いの場合は
うに赤外線受
に接続します
接続できるヤ
までです。

赤外線

リモ
機器間でリモート接続する
に対応している別のヤマハ製機器をお
、赤外線送信機は不要です。下図のよ
信機を本機のREMOTE IN/OUT端子
。
マハ製機器の数は、本機を含めて3台

電源コードを接続する
すべての接続が終了したら、電源コードを本機の
AC IN 端子に差し込み、家庭用AC100 V、
50/60 Hz のコンセントに電源プラグを接続します。

REMOTE
IN OUT

本機のリアパネル

受信機

コン ヤマハ製機器
（本機を含め最大3台まで）

モノラルミニプラグ
ケーブル

極性表示
（本機のコールド側）

付属の電源コード

本機のリアパネル
21

• 付属の電源コードの▽マークは極性（本機のコールド
側）を示しています。

• 接続するときの電源プラグの向き（極性）によって音質
が変わることがあります。お好みの向きで接続してくだ
さい。

メモ

コンセントへ
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付録

この章には本機の技術仕様を掲載しています。
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付録

仕様
定格出力（
2チャンネ
8Ω......
4Ω......

ダイナミッ
8Ω......
6Ω......
4Ω......
2Ω......

実用最大出
8Ω......
4Ω......

出力帯域幅
2チャンネ
8Ω......

ダンピング
8Ω......

入力感度 /
PHONO
PHONO
CD他..
MAIN IN

最大許容入
PHONO
PHONO
CD他..

定格出力電
LINE 2
PRE OU

ヘッドホン
.............

周波数特性
5 Hz ～
20 Hz

RIAAイコ
PHONO
20 Hz ～ 20 kHz、0.07% THD）
ル同時駆動
.............................................................90 W + 90 W
.......................................................150 W + 150 W

クパワー
.......................................................105 W + 105 W
.......................................................135 W + 135 W
.......................................................190 W + 190 W
.......................................................220 W + 220 W

力（JEITA、1 kHz、10% THD）
.......................................................120 W + 120 W
.......................................................190 W + 190 W

（0.1% THD 45 W）
ル同時駆動
........................................................10 Hz ～ 50 kHz

ファクター（1 kHz）
.......................................................................250 以上

入力インピーダンス（1 kHz、100 W/8Ω 換算）
（MC）...................................150 μVrms / 50Ω
（MM）.................................3.5 mVrms / 47 kΩ
...............................................200 mVrms / 47 kΩ
..................................................... 1 Vrms / 47 kΩ

力電圧（1kHz、0.5% THD）
（MC）................................................... 2.0 mVrms
（MM）................................................... 50 mVrms
...................................................................2.80 Vrms

圧 /出力インピーダンス
 OUT ...................................200 mVrms / 1.5 kΩ

全高調波歪率（JEITA、入力0.5 V、20 Hz ～ 20 kHz）
2チャンネル同時駆動
PHONO（MC） → LINE 2 OUT、1.2 Vrms....... 0.02%
PHONO（MM） → LINE 2 OUT、1.2 Vrms ... 0.005%
CD他 → SPEAKERS OUT、50 W/8Ω .......... 0.035%

S/N比（JEITA、IHF-A ネットワーク）
PHONO（MC）............................................................. 90 dB
PHONO（MM）............................................................ 96 dB
CD他........................................................................... 110 dB

残留ノイズ（IHF-A ネットワーク）
............................................................................... 50 μVrms

チャンネルセパレーション（JEITA、1 kHz/10 kHz）
PHONO（MC）.............................................66/77 dB以上
PHONO（MM）............................................90/77 dB以上
CD他..............................................................74/54 dB以上

トーンコントロール特性
BASS
可変幅............................................................50 Hz / ±9 dB
ターンオーバー周波数................................................350 Hz
TREBLE
可変幅..........................................................20 kHz / ±9 dB
ターンオーバー周波数............................................... 3.5 kHz

電源電圧
.........................................................AC 100 V、50/60 Hz

消費電力
.......................................................................................350 W

待機時消費電力
T ................................................. 1 Vrms / 1.5 kΩ

定格出力（1 kHz、32Ω、 0.2% THD）
......................................................25 mW + 25 mW

100 kHz ..........................................＋ 0 / － 3 dB
～ 20 kHz ......................................＋ 0 / － 0.3 dB

ライザ偏差
（MM/MC）...............................................±0.5 dB

オフ..................................................................................0.1 W
スタンバイ......................................................................0.2 W

寸法（幅×高さ×奥行）
.....................................................435 × 157 × 463 mm

質量
.....................................................................................22.0 kg

本書は、発行時点での最新仕様で説明しています。
最新版は、ヤマハウェブサイトからダウンロードできます。
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付録

音響特

■ トー

■ 全高
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■ 全高調波

100µ

10

5

2
3

1

0.5

0.2
0.3

0.02
0.03

0.002
0.003

0.0002
0.0003

0.1

0.01

0.001

0.0001

0.05

0.005

0.0005

T
H

D
 +

 N
 R

at
io

 (
%

)

歪率（PHONO）

200µ 500µ 1m 2m 5m 10m 20m
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20Hz 1kHz 20kHz
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付録

困った
ご使用中に
い、または
店またはヤ

症

電源スイッ
ても電源が

A（電源）
ターが点滅

電源をオン
INPUTイ
が点滅し、
る

音声が出な

音声が突然

音量が調節

片側のチャ
がほとんど

低音の再生
ときは
本機が正常に動作しなくなった場合、下記の点をご確認ください。対処しても正常に動作しな
下記以外で異常が認められた場合は、本機の電源をオフにし、電源プラグを抜いて、お買い上げ
マハ修理ご相談センターにお問い合わせください。

状 原因 対策 参照
ページ

チを操作し
入らない

電源コードが正しく接続されていな
い。

電源コードを正しく差し込み直してください。 21

本機が外部電気ショック（落雷また
は過度の静電気）を受けた。

ACコンセントから電源プラグを抜き、約30
秒後にもう一度差し込んでください

—

インジケー
する

ショート等の原因で保護回路が動作
した。

スピーカーケーブルが互いに接触していない
か、また、スピーカーケーブルが本機リアパネ
ルの金属部分に接触していないか確認し、本機
の電源を再度オンにしてください。

18

本機内部の回路に異常がある。 電源プラグを抜いて、お買い上げ店または最寄
りのヤマハ販売店にお問い合わせください —

にすると
ンジケーター
音量が下が

ショート等の原因で保護回路が動作
した。

スピーカーケーブルが互いに接触していない
か、また、スピーカーケーブルが本機リアパネ
ルの金属部分に接触していないか確認し、本機
の電源を再度オンにしてください。

18

い ステレオピンケーブルが正しく接続
されていない。

ステレオピンケーブルを正しく接続してくださ
い。症状が改善されない場合は、ケーブルに問
題がないか確認してください。

16

入力が正しく選択されていない。 フロントパネルの INPUTセレクター（または
リモコンの入力選択キー）で入力を選択し直し
てください。

8、12

SPEAKERSセレクターがOFFに
なっている。

SPEAKERSセレクターをOFF以外に切り替
えてください。 7

スピーカーケーブルが正しく接続さ スピーカーケーブルの接続を確認してくださ 18
れていない。 い。

出なくなる スピーカーケーブルがショートした
ため、保護回路が動作した。

スピーカーケーブルが互いに接触していない
か、また、スピーカーケーブルが本機リアパネ
ルの金属部分に接触していないか確認し、本機
の電源を再度オンにしてください。

18

できない 入力ソースにMAIN DIRECTが選択
されている。

接続機器側の音量を調節してください。
または、MAIN IN 端子以外の端子に接続し入
力ソースを切り替えてください。

8

ンネルの音
出ない

再生機器やスピーカーが正しく接続
されていない。

接続を確認してください。症状が改善されない
場合は、ケーブルに問題がないか確認してくだ
さい。

16

左右のスピーカーバランスが正しく
調節されていない。

BALANCEつまみで左右のスピーカーバラン
スを適切に調節してください。 8

不良 スピーカーやアンプの＋ /－が逆に
接続されている。

＋ /－を確認して、正しく接続してください。 18



お手入れ

本体側面の鏡
ピアノ用のク

鏡面部以外
ベンジンやシ
柔らかい布で

ハム音が出る

本機に接続して
CDプレーヤー
プデッキにヘッ
を接続して聴い
と音が歪む

レコードの再生
さい

リモコンが操作
かったり、正常
しない

症状
面部
リーニングクロスのご使用をおすすめします。

ンナーなどの化学薬品は使用しないでください。表面を傷めてしまうおそれがありますので、
乾拭きしてください。

ステレオピンケーブルが正しく接続
されていない。

ステレオピンケーブルを正しく接続してくださ
い。症状が改善されない場合は、ケーブルに問
題がないか確認してください。

16

ターンテーブルのアースがSIGNAL 
GND端子に接続されていない。

アースコードを本機のSIGNAL GND端子に接
続してください。 16

いる
やテー
ドホン
ている

本機の電源がオフになっている。 本機の電源を入れてください。

6

音が小 リアパネルのMM/MCスイッチの設
定が間違っている。

ターンテーブルのカートリッジの種類に合わせ
て、MM/MCスイッチをMMまたはMCの位
置に合わせてください。

11

できな
に動作

リモコンの操作範囲から外れている。 本体のリモコン受光部から6m以内、角度
30°以内でリモコン操作してください。 14

本体のリモコン受光部に日光や照明
（インバーター蛍光灯やストロボライ
トなど）が当たっている。

照明または本機の向きを変えてください。
—

乾電池が消耗している。 乾電池をすべて新しいものに交換してくださ
い。 14

原因 対策 参照
ページ
29 
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